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１．令和元年度一球会 秋季総会・懇親会レポート 

                        文責：2 年 浅川 

去る 11 月 22 日（金）如水会館にて、令和元年度秋季総会並びに懇親会が行われました。 

お足元の悪い中、ご参加いただいた皆様にはこの場をお借りして感謝申し上げます。OBOG

の皆様には後日、総会資料をメール送信させて頂きます 

〈秋季総会〉 

 はじめに今井会長よりご挨拶を頂きました。秋季リーグ戦の総評、引退した 4 年への労

いに加え、2023 年に迎える硬式野球部創部 100 周年に向けての事業計画案をお話し頂きま

した。100 周年記念に向けて、詳細が整いましたら OB の皆様へご連絡させて頂きます。部

員からは前監督小野、前主将大北からリーグ戦総括、結果報告を行いました。その後審議事

項に移り、決算報告・予算案等の提案並びに承認を頂きました。今総会での承認事項は以下

の通りです。 

・令和 2 年度上半期予算 

・2020 年度設備等助成金計画 

・現役部員部費の値上げ（半期 3000 円から 5000 円へ） 

・H14 卒 荻田様の世話人会新任 

・来年度新幹部案 

OBOG の皆様には硬式野球部のさらなる発展に向けてますますのご支援を宜しくお願い申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈懇親会〉 

 総会に続き同会場で懇親会を開催しました。H51 卒高橋様の進行の元、乾杯に始まりそ

の後、広商交流の思い出として H51 卒飯島様・現 2 年高崎による交流紹介が行われました。

飯島様は写真を複数枚用いて近年とは異なる広商との交流の様子、当時飯島様がもってお

られた学級の様子、一橋大学との関連を語って頂きました。（一球通信前回号に当時のご様

子が伝わるご寄稿文を掲載しております。）また、高崎は前年の合宿の様子（トレーニング

内容、一日の流れ等）を話しました。広商との交流は各年代によってあり方が異なり、現役

部員の中には現在とは異なる交流の様子を初めて知る者もいました。OBOG の皆様・現役



部員双方にとって理解を深めることのできる機会となったのではないかと思います。 

その後、来春卒業予定の 4 年より進路先報告とこれまでの野球部生活における OBOG の皆

様への感謝の思いを含めた挨拶がありました。卒業まではまだ日がありますので、まだまだ

グラウンドに来て鼓舞して頂けると現役としては嬉しい限りです。 

最後に複数名の OBOG の方よりご挨拶頂き、中締めの挨拶をもって閉会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．前主将、マネージャー長 より 

 

お世話になっております。4 年の大北です。今季のリーグ戦は 3 部昇格はおろか、4 部優勝

さえもできないという結果に終わり、非常に悔しいシーズンとなりました。個人的にも年間

を通じて満足に試合に出ることが出来ず、最後のシーズンを終えることとなりました。しか

し、その中でも試合に来てくださる保護者の皆様、OB、OG の皆様から温かいお言葉を多

くいただきました。結果という形でお応えすることは出来ませんでしたが、後輩が来季必ず

3 部昇格を成し遂げてくれると信じています。今後とも応援の程よろしくお願い致します。

さて、私自身学生野球を終え、現在はアルバイトと教習に明け暮れる日々ですが、やはり心

のどこかに部のこと、野球のことが頭にあり、入替戦の観戦や部室の荷物整理などをしてい

ると名残惜しくなってしまいました。後悔なく引退するということは難しいかもしれませ

んが、後輩達には是非やり切ってもらいたいと思います。私も今後は一人の OB として部の

活動に貢献できればと思います。若輩者ではありますが、何卒よろしくお願い致します。 

 4 年 大北啓史 

 

一球会 OB・OG の皆様 

 

御世話になっております。先日野球部を引退しました 4 年の渡辺です。 

まずは引退して間もないこの時期にこのように一球通信に寄稿させていただき、現役時

代に一番にお世話になりました OB・OG の皆様に改めて感謝を申し上げる機会をいただけ

たこと、編集の浅川に御礼申し上げます。 

私が野球部に入部したのは、ただただ野球が好きで、せっかく入学した一橋大学の野球部

に少しでも近くで携わりたいという想いからです。その頃はマネージャーとしての野球部

への携わり方の難しさ等、想像する由もなく入部したため入部以降はこの点に大変苦しん

だりもしておりました。想像以上の忙しさ、立場の難しさに心が折れそうになることも懐か

しく思い出せます。 

丁度部活動にも慣れてきた夏ごろ、当時 4 年生の橋野先輩が私に最初に与えてくださっ

た大きな仕事が、広報(公式ホームページの更新等)と一球通信の編集のお仕事でした。それ

まで偉大な先輩がやっていたものを私が引き継ぐのは少しプレッシャーでもありましたが

こういったお仕事をさせていただけたのは私のマネージャー生活の中で大きな起点になっ

たと今感じております。広報の仕事を通じて、OB・OG の皆様の温かい御言葉をいただい

たり、御声援・御協力をいただくなかで、それまでより一層野球部の活動にかかわってくだ

さる方々の存在の大きさに触れることができ、自分の原動力になりました。またそうしてい

つも応援してくださる皆様のためにも自分が野球部を強くしなくてはという想いから一部

員としての貢献の幅も大いに広がり、自分自身にとってもより充実したマネージャー生活



を送ることができました。OB・OG の皆様なしには野球部が成り立ちませんし、私が 4 年

間情熱を持って野球部で活動できることもありませんでした。本当にありがとうございま

した。 

野球部を引退しましたが、今後は一部員としてではなく OG として、野球部にできるこ

とをやっていきたいと考えております。皆様がそうしてくださったように、私も現役部員そ

して一橋大学硬式野球部に対して愛をもってこれからも接してゆきたいと思います。 

野球部と一球会のますますの発展を願って 

令和元年 11 月 25 日 

渡辺 佳奈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

３．広商交流 50 周年企画 

   （１）粟 圭史郎（現 3 年） 

   〔２〕プレーバック交流史 

（１） S46 卒 池田茂樹様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 



 

 

広商交流 50 周年に寄せて 

現 3 年 粟 圭史郎 

 

一球通信読者の皆様、日頃より硬式野球部の活動をご支援いただき誠にありがとうござい

ます。今月は私、3 年粟圭史郎が現在の広商合宿の様子をお伝えさせて頂きます。 

 

ここ数年は 1、2、3 年の全選手が年末の約 1 週間広島商業高校での合宿に参加していま

す。宿舎は広商の隣の川の渡った先にある三菱重工広島さんの寮を利用しています。1 ヶ月

ほど合宿をしていた頃やホームステイをしていた頃と比べると合宿の規模はコンパクトに

なっています。それでも、野球の技術はもちろん、取り組み方、考え方など学ぶことは多く、

貴重な経験をすることができています。練習の最初のアップからとにかく走ります。私たち

の普段のアップは体を温めて練習に臨むものですが、広商は「鍛える」ことまで目的として

いて意識の違いを痛感しました。一橋の選手はとにかくついていくことに必死ですが、広商

の選手はその中でもお互いに指摘し合い、雰囲気を盛り上げていて、日頃からの意識の高さ

を感じます。アップの後はキャッチボールをし、守備練習に移ります。守備練習で感じるこ

とは広商の先生方のノックの技術の高さです。左右に振ったり、緩急をつけたりと「こうい

うノックを受けると上手くなるのだな」と思います。また、ノッカーはギリギリの打球を打

ち、選手は必死に捕りにいきどんどん喧嘩のような雰囲気になっていきます。それだけの厳

しい雰囲気が大切なのだととても勉強になります。昼食は基本お弁当ですが、保護者の方々

が炊き出しをしてくださったこともあります。とてもおいしいカレーでした。選手や監督だ

けでなく、多くの人が１つの目標に向けて協力しているのだと思いました。午後からはその

日によって練習内容が異なりますが、一番印象に残っているのは走塁練習です。ここまで考

えているのかと勉強になることがたくさんありました。特に印象に残っているのは「練習で

は難しいことをやろう」という考え方です。一塁ランナーは練習では足から帰塁することで

反応を磨き、試合では頭から帰塁することで余裕をもつことができるというよう教えられ

ました。この言葉は他の練習にも応用することができとても勉強になりました。時代が変わ

っても、伝統的な走塁を重視するスタイルは変わっていないのだと感じます。 

ここまで私たちが学ばせていただいたことを書きましたが、最後に学習面についてご紹

介します。勉強の時間では広商の選手と交流することができる大切な時間です。グラウンド

とはまた別の高校生らしい表情を見ることができ少し安心しました。また、一年生が 3 人

ほど広商の全部員に対し「目標を達成するために必要なこと」という題で受験勉強の経験を

話す講演会を行います。野球と勉強という面では異なりますが、１つの目標に向けて努力し

た経験を話して欲しいという広商の先生方からご提案いただき行っています。微力ではあ

りますが、こうしたことを通じて少しでも Win-Win の合宿にできればと思います。今年の



合宿も来月末に行います。国立で練習しているだけではわからないものを少しでも多く学

んで来たいと思います。今年の夏 15 年ぶりに広商が甲子園に出場しました。１つの目標を 

 

達成した広商に負けないように私たちも来年の春に 4 部優勝、3 部昇格を果たし、来年の

秋に 3 部の舞台で戦う実力をつけて帰って来たいと思います。皆様のご期待に添えるよう

に努めて参りますので、今後とも応援のほど宜しくお願い致します。 

3 年粟圭史郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2018 年 12 月撮影 主将大北 以下一橋部員 24 名） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

今月も一球通信をご覧頂きまして、誠にありがとうございます。 

報告させていただきました通り、去る 11 月 22 日に秋季総会が盛会に終わりました。OBOG

の方と時間をとってお話のできる非常に有意義な時間となりました。現役はもちろん、

OBOG の皆様におかれましても親睦を深めることのできる場にできるよう務めて参ります

ので、皆様からのご参加をお待ちしております。 

 

12 月 2 日には年内最後のオープン戦として東京大学との一戦を予定しております。手足の

冷える中ではございますが、ぜひご観戦、ご声援いただけますと幸いです。 

 

 

今後とも一橋大学硬式野球部へのご声援のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

一橋大学硬式野球部 

2 年マネージャー 浅川彩音 

 

 

 

一橋大学硬式野球部公式ホームページはこちら↓  

http://jfn.josuikai.net/circles/sports/hit-u-bbc/   

  

↓ご意見・ご要望・配信停止等のご連絡等はこちらまで↓  

 hit.u.bbc.mg@gmail.com 

 

ホームページ、OB ページのパスワード↓ 

【hitbbc】 


